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研究要旨 

【背景と目的】 

新生児期から乳児期の牛乳蛋白への曝露がその後の牛乳アレルギー等のリスクであるこ

とが報告されているが、特に新生児期早期においてその詳細は明らかになっていない。今

回、1980年、1990年、2000年、2010年、2023年の乳幼児身体発育調査で得られた情報から、

牛乳蛋白曝露に注目した解析を行った。 

【方法】 

乳幼児身体発育調査の病院調査から日齢3以内に一度でも人工乳を摂取した児の割合を

記述し、経年的な変化を評価した。また、乳幼児身体発育調査の一般調査から乳児期各月

齢の人工乳摂取割合、母乳摂取割合を記述し、経年的な変化を評価した。 

【結果】 

生後3日以内に一度でも人工乳を摂取した児の割合は1980年及び1990年の約60%程度から

徐々に増加し、2023年は93.4%であった。一方生後3日以内の糖液摂取経験は1980年、1990

年、2000年のおおよそ8割から減少し、2023年は16%であった。1980年から2023年にかけて

日齢3の体重には大きな変化を認めなかった。乳児期の人工乳摂取児の割合は1980, 1990, 

2010, 2023年の順に生後0か月: 47.5%, 46.3%, 45.2%, 61.2%、3か月: 63.8%, 57.3%, 

45.1%, 55.8%、6か月: 73.8%, 64.2%, 48.4%, 55.5%であった。 

【考察】 

1980年から2023年にかけて、新生児期早期の栄養方法が変化していることが明らかにな

ったが新生児の体重への影響は明らかではなかった。1980年から2023年にかけて、出生直

後の人工乳摂取は増加していたが、乳児期早期の人工乳摂取も増加しており、これらを合

わせた結果として牛乳アレルギー発症者は変化していないと考えられた。 

Ａ．研究目的 

新生児期から乳児期の牛乳蛋白への曝露

がその後の牛乳アレルギー等のリスクであ

ることが報告されている1, 2)が、特に新生児

期早期においてその詳細は明らかになって

いない。これは出生直後の時期に新生児が

何を摂取していたか保護者に伝えられるこ

とが稀であることが影響していると感じて

いる。一方10年毎に我が国で行われている

乳幼児身体発育調査では病院調査として出

生直後の時期に何を摂取していたかを聞く

項目が存在している。そこで今回得られた

情報から、出生直後の牛乳蛋白曝露状況を

明らかにすること及び出生直後の牛乳蛋白

曝露が新生児期の体重や、その後の人工乳

摂取状況に影響を与えているか評価するこ
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とを目的にデータの解析を行った。 

 

Ｂ．方法 

乳幼児身体発育調査の病院調査から生後

3日以内に人工乳を摂取した児の割合を記

述し、経年的な変化を評価した。また、乳幼

児身体発育調査の一般調査から乳児期各月

齢の人工乳摂取割合、母乳摂取割合を記述

し、経年的な変化を評価した。 

まず乳幼児身体発育調査（病院調査）のデ

ータのうち生後0日から3日目までの栄養方

法が全て記載されていない児のデータを除

外し（栄養方法欠測）、それ以外を新生児期

栄養方法評価の対象とした。生後3日後まで

に「一度でも人工乳を摂取した児の割合」お

よび「一度でも糖液を摂取した児の割合」を

算出し記述した。また出生時及び生後3日目

の体重が記載されていない児を除外し（体

重欠測）、新生児期体重評価の対象とした。

生後3日目の体重を出生時体重で除した割

合を算出した。 

 次に乳幼児身体発育調査（一般調査）のデ

ータのうち生後0か月から12か月までの栄

養方法に欠測が存在しないデータのみを抽

出し乳児期調査の対象とした。対象者の各

月齢毎の母乳摂取児の割合及び人工乳摂取

痔の割合に関して記述した。 

 

Ｃ．結果 

1. 新生児期評価 

新生児期調査の対象となった施設数と対

象者数、また欠測値の存在で解析対象外と

なった児の数を表 1 に示す。解析対象外と

なった児の割合は 1980年から 2023年の間

大きな変化は認められなかった。 

 

表 1. 各調査年毎の解析対象者 

 

日齢3までに一度でも人工乳を摂取した児

の割合を図1に示す。この割合は1980年及び

1990年の約60%程度から徐々に増加し、2023

年は93.4%であった。 

 

図1.日齢3までに一度でも人工乳を摂取し

た児の割合 

 

一方、日齢3までの糖液摂取経験児の割合

を図2に示す。1980年、1990年、2000年はお

およそ8割であったが、その後減少し、2023

年は16%であった。 

 

図 2.日齢 3までに一度でも糖液を摂取した

児の割合 

 

これらの変化の一方で、日齢3の体重を出

生児体重で除した値（%で表示）は最大で

1980年の96.0%、最小で2000年、2010年、2023

年の95.5%と大きな変化は認められなかっ

た(図3)。 
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図 3.日齢 3 の体重/出生児体重(%) 

 

2. 乳児期評価 

2000 年の調査結果には月齢ごとの栄養

方法が記載されていなかった為、2000 年を

除いた評価を行った。 

乳児期の人工乳摂取児の割合を図4に示

す。月齢ごとの変化をみると1980年、1990年

には月齢が上がるにつれて人工乳摂取児が

増加している一方で、2010年及び2023年で

はそのようなトレンドは認められなかった。

2010年と比較して2023年の結果では人工乳

摂取児の割合が高い傾向が全ての月齢で認

められたが、その差は新生児期、乳児期早期

により顕著であった。 

 

図 4. 各月齢の人工乳摂取児の割合 

 

 母乳摂取児の割合の推移を図 5 に示す。

月齢が上がるにつれて母乳を摂取している

児の割合が低下するというトレンドはどの

年代も共通していたが、どの月齢でも 1980

年、1990 年、2010 年の順に母乳摂取児の

割合は高くなり、その違いは月齢が進むに

つれて顕著となった。2010 年と 2023 年で

は母乳摂取児の割合はほぼ同等であった。 

 

 

図 5. 各月齢の母乳摂取児の割合 

 

Ｄ．考察 

1980年から 2023年にかけて、新生児期早

期の栄養方法が変化していることが明らか

になったが新生児の体重への影響は明らか

ではなかった。新生児期早期の栄養方法を

糖液から人工乳に変更することは短期間の

体重増加という観点からはメリットに乏し

いと考えられた。 

乳児期早期の人工乳摂取児は 1990 年に大

きく増加しており、これは出生直後の栄養

方法が影響している可能性も考えられた。 

 出生直後の牛乳蛋白曝露は牛乳アレルギ

ー発症のリスクを高めるが 1)、その後の継

続的な摂取はリスクを低下させることが報

告されている 2)。直近 15年間で牛乳アレル

ギーは増加傾向にない 3) ことを考えると、

出生直後の牛乳蛋白摂取は増えたものの、

その後の継続的な摂取も増加したため、リ

スク増加・減少の効果が打ち消しあって最

終的な牛乳アレルギー発症は変化していな

い可能性が考えられた。  

1980 年、1990 年には月齢が上がるにつ

れて人工乳摂取児の割合が増加する傾向が

認められたが、2010 年以降は認められなく

なっていた。今回の解析からこの理由を明

らかにすることはできないが、母乳栄養を

継続するメリットが広く知られるようにな

ったことを反映している可能性があると考

えられた。 
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Ｅ．結論 

 1980 年から 2023 年にかけて、出生直後

の人工乳摂取は増加していたが、乳児期早

期の人工乳摂取も増加しており、これらを

合わせた結果として牛乳アレルギー発症者

は変化していないと考えられた。 

 

Ｆ．健康危機情報 

なし 

 

 

Ｇ．研究発表 

1．論文発表 

なし 

2．学会発表 

なし 

 

Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況 

なし 
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